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■
地
す
べ
り
と
は

　

地
す
べ
り
と
は
、
斜
面
の
一
部

あ
る
い
は
全
部
が
地
下
水
の
影
響

と
重
力
に
よ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

斜
面
下
方
に
移
動
す
る
現
象
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
移
動
す
る
土
の

量
が
大
き
い
た
め
、
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
災
害
で

す
。
ま
た
、
一
旦
動
き
出
す
と
こ

れ
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
す
。
日
本
で
は
、

地
質
的
に
地
盤
が
弱
い
こ
と
に
加

え
、
梅
雨
・
台
風
な
ど
の
豪
雨
や

雪
解
け
水
に
よ
り
、
毎
年
各
地
で

地
す
べ
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

滝坂地すべりを考える滝坂地すべりを考える
～公共・地域の安全に向けて～

　

滝
坂
地
区
で
は
、
昔
か
ら
地
す

べ
り
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
昭

和
24
年
の
地
す
べ
り
被
害
後
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
へ
対
策
要
望
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
33

年
度
に
地
す
べ
り
防
止
区
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
福
島
県
に

よ
る
地
す
べ
り
対
策
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
６
年
３
月
の
融

雪
に
よ
り
地
す
べ
り
活
動
が
活
発

化
し
、
各
所
で
道
路
の
段
差
や
亀

裂
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

さ
ら
な
る
活
動
の
活
発
化
が
心
配

さ
れ
た
た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら

は
地
す
べ
り
対
策
が
国
の
直
轄
事

業
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
、
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
に
位
置
す
る
袖
の
沢
排
水
ト
ン

ネ
ル
（
下
写
真
）
が
福
島
県
事
業

で
完
成
し
、
そ
の
後
平
成
16
年
度

ま
で
は
国
に
よ
り
主
に
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
集

し
ゅ
う

水す
い

井せ
い
※
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
17
年
度
以
降
は
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
に
着
手
し
、
平
成
27

年
に
北
部
排
水
ト
ン
ネ
ル
が
完

成
、
現
在
は
大
石
西
山
地
区
の
排

水
ト
ン
ネ
ル
と
集
水
井
の
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲ 下沢の目地区の集水井▲ 下沢の目地区の集水井

 滝坂地すべりの全景 

※
集
水
井
（
し
ゅ
う
す
い
せ
い
）

　

地
す
べ
り
を
防
止
す
る
た
め

に
、
地
表
か
ら
は
排
水
で
き
な
い

地
す
べ
り
面
付
近
の
深
層
の
地
下

水
を
井
戸
に
集
め
た
後
に
排
水
す

る
た
め
の
設
備
。

明治21年 （1888）

松坂地区南部で地すべり発生、耕地が荒廃。

明治38年 （1905）

常盤地区一帯がすべり、人家11戸が移転。

昭和20年 （1945）  ～  23年 （1948）

沼田地区上沼付近が活動、上沼が徐々に大き
くなる。

昭和24年 （1949）２月27日

松坂地区一帯がすべり、田畑5.8㌶が荒廃、人
家14戸が移転。

昭和33年 （1958）

引牧地区住宅に地割れ発生、人家11戸が移転。
地すべり防止区域に指定され、福島県が地す
べり防止対策工事に着手。

昭和35年 （1960）５月１日

滝坂自治区ほぼ全域に地すべり発生。各所に
深さ30㌢程度の亀裂を生じ、笹川河道は押し
出し土砂で閉塞。

昭和45年 （1970）  ～  49年 （1974）

昭和44年８月の集中豪雨で地すべり活動が活
性化、阿賀川河岸部の隆起が顕著。

平成６年 （1994）３月

袖の沢、沼田地区を中心に地すべり発生、阿
賀川に土砂が流出。

平成８年（1996）

建設省（現 国土交通省）の直轄事業になる。

 滝坂地すべりの経過 

▲ 袖の沢排水トンネルの内部。延長は 785㍍に及ぶ。▲ 袖の沢排水トンネルの内部。延長は 785㍍に及ぶ。

対
策
事
業
の
経
過

滝
坂
地
す
べ
り
の
概
要

■
滝
坂
地
す
べ
り

　

日
本
最
大
級
の
地
す
べ
り
と

い
わ
れ
る
「
滝
坂
地
す
べ
り
」

は
、
新
郷
・
豊
洲
地
内
の
阿
賀

川
と
笹
川
の
合
流
点
右
岸
に
位

置
し
、
南
北
約
２
・
１
㌖
、
東
西

約
１
・
３
㌖
、
面
積
約
１
５
０
㌶

（
さ
ゆ
り
公
園
の
約
11
倍
）、
最

も
深
い
地
す
べ
り
面
の
深
さ
は
約

１
４
０
㍍
、
移
動
土
砂
量
は
約

４
８
０
０
万
立
方
㍍
（
東
京
ド
ー

ム
約
40
杯
分
）
の
大
き
さ
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
３
㌻
の
全
景
写

真
の
よ
う
に
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
に
大
き
く
区
分
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
対
策
事
業

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

・地面がひび割れる、陥没する

・崖や斜面から水が出る

・井戸や沢の水が濁る

・樹木が傾く

・亀裂や段差が発生する

地すべりの前兆現象

（提供：阿賀川河川事務所）

銚子の口（令和４年４月撮影）銚子の口（令和４年４月撮影）
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仮
に
、
滝
坂
地
す
べ

り
の
活
動
に
よ
り
銚
子
の

口
付
近
の
河か

道ど
う
※
が
塞
が

れ
る
と
、
阿
賀
川
上
流

の
浸
水
域
が
約
53
平
方

㌖
（
町
面
積
の
17
㌫
）
拡

大
し
、
西
会
津
町
以
外
に

も
、
喜
多
方
市
や
会
津
坂

下
町
、
湯
川
村
を
含
む
約

２
４
０
０
世
帯
に
被
害
が

及
ぶ
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
範
囲
に
は
、
磐

越
自
動
車
道
や
国
道
49
号
、

Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
が
通
っ
て

お
り
、
被
災
に
よ
る
影
響

は
非
常
に
大
き
い
も
の
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
閉
塞
部
が

決
壊
し
て
土
砂
が
流
出
す

る
と
、
下
流
域
で
は
、
新

潟
県
阿
賀
町
に
お
い
て
約

21
平
方
㌖
の
氾は

ん

濫ら
ん

面
積
と

約
１
６
０
０
世
帯
へ
の
家

屋
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

被
害
想
定

　

滝
坂
地
す
べ
り
対
策
事
業
が
完

了
し
た
場
合
、
地
す
べ
り
の
活
動

が
収
ま
り
、
河
道
が
塞
が
れ
た
こ

と
に
伴
う
上
流
へ
の
湛た
ん

水す
い
※
や
下

流
へ
の
土
砂
流
出
な
ど
に
よ
る
被

害
の
恐
れ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
最

大
30
㍍
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
最

大
50
㍍
以
上
の
地
下
水
位
の
低
下

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
さ

対
策
事
業
に
よ
る
効
果

　

平
成
28
年
よ
り
、
延
長
が
１
㌖

を
超
え
る
大
石
西
山
排
水
ト
ン
ネ

ル
へ
の
集
水
井
の
接
続
や
、
集
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
す
べ
り
が
比
較
的
大
き
く

確
認
さ
れ
て
い
る
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

中
央
部
の
排
水
や
阿
賀
川
護
岸
の

対
策
を
行
え
る
よ
う
、
専
門
家
の

意
見
に
基
づ
い
て
、
引
き
続
き
対

策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
対
策
事
業

 滝坂地すべり対策事業計画 

れ
た
29
か
所
の
観
測
点
（
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
14
か
所
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

15
か
所
）
を
基
に
比
較
す
る
と
、

平
成
７
年
度
に
は
平
均
で
年
間

22
・
８
㌢
あ
っ
た
地
表
の
移
動
量

は
、
令
和
２
年
度
に
は
平
均
で
年

間
１
・
７
㌢
と
な
り
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

（提供：阿賀川河川事務所）

　事業期間は、昭和 33 年度（1958年度）から令和 10

年度（2028年度）としており、事業の進
しん

捗
ちょく

率は令和

元年度（2019年度）末時点で全体の約 82㌫。

 滝坂地すべりの活動により想定される被害範囲 （提供：阿賀野川河川事務所）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

　

阿
賀
野
川
水
系
に
お
け
る
関
係

自
治
体
で
は
、
期
成
同
盟
会
を
組

織
し
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
と
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
阿
賀
野
川
河
川
事
務
所
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滝
坂
地
す
べ
り
以
外
に
も
、
県

道
上
郷
・
下
野
尻
線
、
県
道
新
郷
・

荻
野
停
車
場
線
の
整
備
や
、
国
道

49
号
の
整
備
（
会
津
防
災
事
業
）

な
ど
の
期
成
同
盟
会
を
組
織
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
と
の
連
絡
体
制

を
構
築
し
て
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
図
り
、
地
域
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、「
県
道
上
郷
下
野
尻
線
及

び
新
郷
・
荻
野
停
車
場
線
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
」
と
「
阿
賀
野
川

水
系
直
轄
砂
防
・
地
す
べ
り
対
策

促
進
期
成
同
盟
会
」
に
よ
る
要
望

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
薄
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
北
陸
地

方
整
備
局
な
ど
を
訪
問
し
、
要
望

内
容
の
説
明
や
要
望
書
の
提
出
を

行
い
ま
し
た
。

　

公
共
・
地
域
の
安
全
に

　

向
け
た
活
動

県
道
上
郷
・
下
野
尻
線
及

び
新
郷
・
荻
野
停
車
場
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　

新
郷
地
区
の
自
治
区
長
と
町
及

び
町
議
会
で
組
織
す
る
「
県
道
上

郷
・
下
野
尻
線
及
び
新
郷
・
荻
野

停
車
場
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
」
は
、
６
月
23
日
に
町
役
場
大

会
議
室
で
総
会
を
開
催
し
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
会
長
の
薄
町
長

を
は
じ
め
、
副
会
長
や
理
事
の
７

人
が
県
道
を
管
理
す
る
福
島
県
喜

多
方
建
設
事
務
所
を
訪
問
し
、
道

路
の
拡
張
や
消
雪
施
設
の
整
備
に

お
け
る
地
域
課
題
を
盛
り
込
ん
だ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▲ 喜多方建設事務所を訪問▲ 喜多方建設事務所を訪問

阿
賀
野
川
水
系
直
轄
砂

防
・
地
す
べ
り
対
策
促
進

期
成
同
盟
会

　

阿
賀
野
川
水
系
に
位
置
す
る
実

川
、
馬
取
川
流
域
（
新
潟
県
阿
賀

町
）
の
直
轄
砂
防
事
業
及
び
滝
坂

地
区
の
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業

が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、
公
共
の
安

全
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
町
を
は
じ
め
阿

賀
町
、
喜
多
方
市
と
各
議
会
、
東

北
電
力
株
式
会
社
会
津
若
松
支
社

で
組
織
さ
れ
た
本
同
盟
会
の
総
会

が
、
７
月
６
日
に
町
役
場
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
総

会
以
降
、
感
染
症
拡
大
に
伴
い
活

動
が
休
止
さ
れ
て
い
た
事
業
内
容

と
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
、
役
員
の

改
選
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

改
選
は
、
薄
町
長
を
会
長
と
し
て

副
会
長
ほ
か
全
役
員
が
再
任
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
が
終
了
す
る
と
、
国
土
交

通
省
北
陸
地
方
整
備
局
阿
賀
野
川

河
川
事
務
所
の
堀
内
崇
志
所
長

が
、
今
後
の
砂
防
・
地
す
べ
り
対

策
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、「
直
轄
地
す

べ
り
対
策
事
業
開
始
前
に
観
測
さ

れ
て
い
た
地
表
変
動
が
、
事
業
の

進し
ん

捗ち
ょ
くに

伴
い
令
和
２
年
度
に
は
大

き
く
減
少
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
に
は
、
国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
阿
賀
野
川
河

川
事
務
所
を
訪
問
し
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
会

長
、
副
会
長
、
理
事
の
計
４
人
に

制
限
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。▲ 北陸地方整備局を訪問▲ 北陸地方整備局を訪問

　

そ
れ
ぞ
れ
に
会
長
の
薄
町
長
が

要
望
内
容
を
説
明
し
、
局
長
お
よ

び
所
長
が
要
望
書
を
受
け
取
る

と
、「
本
事
業
の
重
要
度
は
非
常

に
高
く
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と

の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

▲ 北陸地方整備局へ要望▲ 北陸地方整備局へ要望▲ 阿賀野川河川事務所へ要望▲ 阿賀野川河川事務所へ要望

※
湛
水
（
た
ん
す
い
）

　

河
道
閉
塞
（
天
然
ダ
ム
）
に
よ
り

上
流
側
に
水
が
た
ま
っ
て
池
の
よ
う

に
な
り
、
道
路
や
家
が
水
に
浸
か
る

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
。

※
河
道
（
か
ど
う
）

　

河
川
の
流
水
が
流
れ
下
る

部
分
。
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『80歳の壁』
[ 和田 秀樹  著 ]
 幻冬舎

『ロシア点描』
[ 小泉 悠  著 ]
 PHS 研究所

『掬えば手には』
[ 瀬尾 まいこ  著 ]
 講談社

『よって件のごとし』
[ 宮部 みゆき  著 ]

KADOKAWA

『紙バンドで楽しむ四つだた
み・花結びの教科書』

[ 古木 明美  著 ]
日本ヴォーグ社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　人生 100年時代といわれる昨

今は、健康寿命の平均は男性が

72歳、女性が75歳。

　「80歳の壁」は高く厚いが、壁を超える最強の方法が

ある。それは、嫌なことを我慢せず、好きなことだけを

すること。「食べたいものを食べる」「血圧・血糖値は下

げなくていい」「がんは切らない」「薬は必要最小限に」

など、今すぐに実践できる、日々を幸せに暮らすための

ヒントが満載です。80歳を超えた人は高齢者ではなく「幸

齢者」。これから生きていくこと、年を取ることに前向き

になれる一冊です。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　今月は、フォトクラブどんぐり・

武藤喜平さん（柴崎）の作品です。

町民ギャラリー町民ギャラリー
  フォトクラブどんぐり  フォトクラブどんぐり

作品名   『 峠道 』

作品紹介

　撮影場所は上谷・程窪地内で、早春の頃の

朝方に通りかかった時、偶然にもこの風景に

出会いました。朝日の光が斜光で峠道を照ら

している様子は光と影のバランスが良く、遠

くかなたに飯豊山を望む峠道はなんともいえ

ない風景でした。

　今度は初雪の降る頃にもう一度カメラの

シャッターを切ってみたいです。

【一般の部】【一般の部】
優　勝

　三留  傳一（下野尻）

第２位

　阿部  テイ子（４町内）

第３位

　山本  文夫（森野）

月６日、さゆり公園多目的広場を会場に町青少年

健全育成町民会議・町公民館・町体育協会主催に

よる第 25 回町民グラウンドゴルフ大会が開催されまし

た。今大会には、一般の部に 49 人、小学生の部に６人、

ペアの部３組の総勢 61 人が参加しました。

　グラウンドゴルフは、各ホールの合計打数により順位

を競う競技で、老若男女誰でも気軽にできるニュース

ポーツとして人気が高く、町公民館ではさまざまな生涯

学習講座で取り入れています。

　当日は爽やかな風が吹く中、全 14 チームに分かれて

16 ホールを回りました。プレー中には、ベテランの参

加者が小学生にボールの打ち方やルールを教えながら

ゲームを進める場面も見られました。短い時間ではあり

ましたが、子どもから大人まで世代を超えた交流や、町

民の体力の向上と健全な体育の振興が図られた大会とな

りました。

８

【小学生の部】【小学生の部】
優　勝

　渡部  駿佑（西小６年）

第２位

　福井  響（西小５年）

第３位

　長谷川  琥春（西小４年）

【ペアの部】【ペアの部】
優　勝

　鈴木  陽翔・崇之  ペア

第２位

　水野  春輝・正道  ペア

第３位

　長谷川  里桜・

　平野  マチ子  ペア

第25回町民グラウンドゴルフ大会 大会結果第25回町民グラウンドゴルフ大会 大会結果〈敬称略〉〈敬称略〉

子どもから大人まで、楽しくプレー！

第25回町民グラウンドゴルフ大会を開催
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 令和４年版より▲ 令和４年版より

町議会議員として議長などの要職を歴任

故 故 三瓶尊德さんに叙位・正六位を伝達三瓶尊德さんに叙位・正六位を伝達
　今年３月 10 日に亡くなった元町議会議員の三瓶尊德さん

（新町）への叙位伝達式が、９月１日に町役場で行われまし

た。式では、会津地方振興局の髙野武彦局長から三瓶さんの

長男である達也さんに正六位の位記が伝達され、薄町長が「町

の発展の土台となるご功績に感謝とお祝いを申し上げるとと

もにご冥福をお祈りします」とあいさつしました。

　三瓶さんは、昭和 50 年７月から平成 15 年６月までの７

期 28 年にわたって町議会議員を務め、町政発展に貢献され

ました。また、任期中には町議会議長や総務常任委員長を歴

任し、適正な議会の運営に尽力されました。

町議会議員や民生児童委員など多分野で活躍

渡部昌さん 叙勲・旭日単光章を受章渡部昌さん 叙勲・旭日単光章を受章
　９月１日、元町議会議員の渡部昌さん（上野尻）へ

の叙勲伝達式が行われました。式には、渡部さんと妻

の和子さんが出席し、はじめに会津地方振興局の髙野

武彦局長から勲記と勲章の伝達が行われた後、薄町長

から祝福の言葉が贈られました。

　渡部さんは、平成 11 年７月から 23 年６月までの

３期 12 年にわたり町議会議員を務めました。このほ

かにも民生児童委員や教育委員など多くの分野で活躍

し、町の経済や教育分野の発展に貢献されました。

長寿を祝い賀寿を贈呈

藤原ツユさん 満 100歳に藤原ツユさん 満 100歳に
　８月 27 日に藤原ツユさん（下野尻）が満 100 歳を

迎え、同日、下野尻集会所で賀寿贈呈式が行われまし

た。当日は、多くの親族をはじめ、薄町長や荒海清隆

町老人クラブ連合会長が出席し、藤原さんに百寿のお

祝いとして賀寿や記念品などを贈りました。また、ひ

孫の佐藤奈奈さんが「私たちひ孫もいっぱい会いに行

くからたくさん長生きしてください」とお祝いの言葉

を述べました。

　町内の 100 歳以上の高齢者数は、藤原さんを含め

て 15 人となりました。［令和４年９月 12 日現在］

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

お気軽に相談ください

秋の行政相談・人権相談を行います秋の行政相談・人権相談を行います
　10月 17日から 23日は「行政相談週間」です。町では、

特設行政相談所を開設し、役所や特殊法人などの仕事に

対する苦情や意見、要望を受け付け、解決のお手伝いを

します。

　また、併せて特設人権相談所を開設し、人権問題に関

する相談などに応じます。相談は無料で秘密は堅く守ら

れます。なお、相談にお越しの際はマスク着用のご協力

をお願いします。

◆行政相談委員　田崎宗作さん（小杉山）
◆人権擁護委員　 長澤文子さん（芝草）、貝沼利則さん（呼

賀）、長谷川成博さん（梨平）

◎ 10 月 12 日（水）
　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所新郷連絡所

　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

◎ 10 月 13 日（木）
　午前９時 30 分～正午　保健センター

　午後１時～３時 30 分　町役場（第１委員会室）

〈問い合わせ先〉
（行政相談）総務課 行政管理係　☎ 45-2211
（人権相談）町民税務課 町民生活係　☎ 45-2215

あなたの写真を載せてみませんか？

町民健康カレンダーの写真を募集します！町民健康カレンダーの写真を募集します！
　令和５年版・町民健康カレンダーに掲載する写真

を募集します。皆さんの自慢の作品をカレンダーに

載せてみませんか。ぜひ応募ください。

◆募集する写真のテーマ

　町民の皆さんのさまざまな作品を募集します。風

景写真・絵画・手芸などジャンルは問いません。

◆募集する写真
○ 町内の個人（団体）が撮影・制作した作品で、カ

ラー、モノクロは問いません。

○ デジタルカメラや携帯電話、スマートフォンなど

で撮影した JPEG データ、またはすでに現像、プ

リントした写真（２Ｌ判以上）。

『わたしの作品』

◆応募方法
○ 町役場総務課総務係または奥川支所まで、写真と

ともに「住所」「氏名」「連絡先」「作品のタイトル」

「撮影場所（風景などの場合）」「簡単な説明」を

添えて、メール、郵送または直接持参ください。

○応募は１人（１団体）５点以内とします。

◆応募締切
　10 月 14 日（金）

〈問い合わせ先〉
　町役場奥川支所

　☎４９―２００１

✉okugawa@town.

　　 nishiaizu.fukushima.jp

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

◆
西
会
津
の
昔
語
り  

第
二
巻

　

西
会
津
語
り
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
昔
語
り
の
第
２
シ
リ
ー
ズ
を

お
届
け
し
ま
す
。

※
に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

で
放
送
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

10
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

６
１

国
保
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
ま
た

は
脱
退
し
た
時
は
、
14
日
以
内
に

国
保
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
同
世
帯
の
家

族
で
も
可
能
で
す
。

◆
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
税
が
請
求
さ
れ
続
け
た

り
、
一
度
に
納
め
る
税
額
が
高
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
の
資
格
喪
失
後
に
誤
っ

て
国
保
の
保
険
証
で
医
療
機
関
を

受
診
し
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
す
る
必
要
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
を
助
成

　

町
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
父
子
・
母
子
家
庭
な
ど
に

対
し
、
所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
受
給

資
格
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
で
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

町
か
ら
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
の
で
、
申
請
期
限
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　にしあいづ地域包括支援センターでは、高齢者とその家
族の生活に関する相談を受け付けています。今回、下記の
日程で出張相談会を開催します。「介護や福祉のサービス
について知りたい」「認知症に関することを聞きたい」「家
族の介護が大変で疲れてしまった」「近所のお年寄りに気
になる方がいる」など、気になることがありましたら気軽
にお越しください。相談は無料で、秘密は厳守します。

◆日時 10月22日（土）  午前９時30分～11時30分

◆会場 にぎわい番所ぷらっと（旧野口燃料店）

〈問い合わせ先〉
　にしあいづ地域包括支援センター　☎４５―３３２７

にしあいづ地域包括支援センター

出張相談会のお知らせ
は 高齢者とその家

不
在
者
投
票
制
度

の
お
知
ら
せ

　

不
在
者
投
票

制
度
と
は
、
仕

事
や
旅
行
な
ど

一
定
の
事
由
に

該
当
し
住
所
地
以
外
に
滞
在
し
て

い
る
人
で
、
投
票
日
当
日
に
投
票

で
き
な
い
場
合
に
、
投
票
日
前
に

滞
在
在
地
の
市
町
村
選
管
な
ど
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

◆
投
票
が
可
能
な
事
由

①
仕
事
、
学
業
、
本
人
ま
た
は
親

族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
従
事

②
①
以
外
の
用
事
ま
た
は
事
故
の

た
め
他
の
市
町
村
な
ど
に
外

出
・
滞
在

③
疾
病
、
負
傷
、
身
体
障
が
い
な

ど
の
た
め
歩
行
困
難

④
交
通
至
難
の
島
な
ど
に
居
住
・

滞
在

⑤
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
他
市
町

村
に
移
住

⑥
天
災
ま
た
は
悪
天
候
に
よ
り
投

票
所
へ
の
到
達
が
困
難

◆
投
票
方
法

　

投
票
方
法
は
、
該
当
す
る
事
由

や
滞
在
す
る
場
所
な
ど
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。
ま
た
事
前
の
確

認
や
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
45
―
２
２
１
１

西
会
津
町
の
秋
の
「
楽
し
み
」
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
２
日
間

11
月
５
日
、
６
日
は
「
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

　

第
37
回
を
数
え
る
秋
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
「
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
が
11
月
５
日
、
６
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

恒
例
の
「
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大

会
」、「
に
し
あ
い
づ
紅
葉
ウ
ォ
ー

ク
」の
ほ
か
、お
笑
い
芸
人
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
笑
い
あ
り
音
楽

あ
り
の
「
さ
ゆ
り
ラ
フ
＆
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」、
福
島
レ
ッ
ド

ホ
ー
プ
ス
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

や
フ
ァ
ン
感
謝
祭
、
謎
解
き
を
し

な
が
ら
会
場
内
で
宝
探
し
を
す
る

「
Ｎ
―
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」
な

ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、
直

感
的
な
操
作
で
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も
新
た
に
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
お
い
し
い
米
の

魅
力
を
発
信
す
る
「
西
会
津
一

う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
」、
西
会

津
の
秋
の
味
覚
が
味
わ
え
る
「
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
や
「
新
そ
ば
ま

つ
り
」、
さ
ら
に
は
町
内
外
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
メ
が
出
店
コ
ー

ナ
ー
に
軒
を
連
ね
ま
す
。

　

感
染
対
策
の
上
、
西
会
津
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
45
―
２
２
１
３

11月３日（
木・祝）から

11月３日（
木・祝）から

体育館展示
がプレオー

プン！
体育館展示

がプレオー
プン！

【メインステージイベント】
◆11月５日（土）
  9：00～　オープニングセレモニー

10：00～　民俗芸能と民謡の集い

11：00～　さゆりラフ＆ミュージックフェス

◆11月６日（日）
  9：00～　にしあいづ紅葉ウォーク

　　　　   （共催：第14回いきいき健康ウォークin西会津）

10：00～　丞神デナー SHOW ! !（１回目）

10：45～　小田島あつみ歌謡ショー

11：30～　第 23 回桐ゲタ投げ全国大会

13：00～　丞神デナー SHOW ! !（２回目）

13：30～　福島レッドホープスファン感謝祭

14：30～　西会津ふるさと大抽選会

【メインステージ以外のイベント】
◆両日開催
10：00～　Ｎ－トレジャーハント

10：00～　ミニＳＬ

10：00～　至福のスイーツマウンテン

◆11月６日（日）
  9：30～　福島レッドホープス野球教室

10：00～　ｅスポーツ体験コーナー
　※詳細は配布されるチラシを
　　確認ください。

参加者募集！

参加者募集！

参加者募集！

New！

New！
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　町では、西会津産米のおいしさを客観的に評　町では、西会津産米のおいしさを客観的に評

価し、町内外への情報発信を通じ、町内産米の価し、町内外への情報発信を通じ、町内産米の

知名度向上と販売強化につなげるため、今年も知名度向上と販売強化につなげるため、今年も

「西会津一うまい米コンテスト」を開催します。「西会津一うまい米コンテスト」を開催します。

　手塩にかけて育てた自慢の米をぜひ出品して　手塩にかけて育てた自慢の米をぜひ出品して

ください。ください。

◆部門◆部門
　◎コシヒカリ部門＝町内産コシヒカリ　◎コシヒカリ部門＝町内産コシヒカリ

　◎こだわりの品種部門＝上記以外の町内産米　◎こだわりの品種部門＝上記以外の町内産米

◆出品方法◆出品方法
　参加申込書および出品する玄米 500㌘（約３　参加申込書および出品する玄米 500㌘（約３

合）を合）を 10 月 19 日（水）まで10 月 19 日（水）までに提出に提出

◆審査方法◆審査方法
　◎一次審査　◎一次審査

　 　食味計と整粒検査で測定し、上位５点が二　 　食味計と整粒検査で測定し、上位５点が二

次審査へ進みます。５点に選ばれた場合、同次審査へ進みます。５点に選ばれた場合、同

じほ場の玄米５㌕を提供してもらいます。「こじほ場の玄米５㌕を提供してもらいます。「こ

だわりの品種部門」は最上位に選ばれた米をだわりの品種部門」は最上位に選ばれた米を

奨励賞として二次審査は行いません。奨励賞として二次審査は行いません。

　◎二次審査　◎二次審査

　 　食味値上位５点の米を審査員が実食し、最　 　食味値上位５点の米を審査員が実食し、最

優秀賞１点と優秀賞４点を決定します。優秀賞１点と優秀賞４点を決定します。

〈申込・問い合わせ先〉〈申込・問い合わせ先〉
　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１　農林振興課　農政係　☎４５―４５３１

自慢の米を大募集！自慢の米を大募集！ 「西会津一うまい米コンテスト」「西会津一うまい米コンテスト」

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

農
林
水
産
物
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

県
で
は
、
山
菜
・
野
生
キ
ノ
コ

の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り

町
内
で
検
体
の
探
索
と
採
取
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
県
か
ら
委
託
を
受
け

た
業
者
が
山
に
入
り
、
山
菜
や
野

生
キ
ノ
コ
を
探
索
、
採
取
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
採
取
予
定
期
間

　

令
和
４
年
12
月
ま
で

◆
対
象
品
目

　

ナ
ラ
タ
ケ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
、
ブ
ナ

ハ
リ
タ
ケ

◆
採
取
量

　

基
本
的
に
町
内
全
域
か
ら
満
遍

な
く
採
取
し
、
１
検
体
当
た
り

５
０
０
㌘
か
ら
１
０
０
０
㌘
程
度

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
農
林
事
務
所

　

森
林
林
業
部　

林
業
課

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
７
３
４

　

町
農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を

支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
車
の
運
転
に
不
安
の

あ
る
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
促
進
し
、
高
齢
運
転
者

に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を
図
る

た
め
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

運
転
経
歴
証
明
書
が
発
行
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
人

※
運
転
経
歴
証
明
書
は
警
察
署
で

交
付
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い

ま
す
。
運
転
免
許
の
更
新
を
せ

ず
失
効
し
た
人
も
、
運
転
経
歴

証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

◆
支
援
内
容

　

町
民
バ
ス
回
数
券
・
タ
ク
シ
ー

利
用
券
・
町
共
通
商
品
券
を
交
付

し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
事
業
の
申
請
を
希
望

す
る
場
合
は
、
左

記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

ク
マ
の
誘
因
物

管
理
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
冬
眠
す

る
た
め
の
エ
サ
を
求
め
て
人
里
周

辺
に
ク
マ
が
出
没
す
る
可
能
性
が

野
生
キ
ノ
コ
な
ど
の

出
荷
に
お
け
る
注
意

　

マ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ム
キ
タ

ケ
、
ク
リ
タ
ケ
を
除
く
野
生
キ
ノ

コ
は
全
て
出
荷
制
限
品
目
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
出
荷
で
き
ま
せ

ん
。
昨
今
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど

を
介
し
た
個
人
売
買
に
よ
る
野
生

山
菜
・
キ
ノ
コ
の
出
荷
も
確
認
さ

れ
て
い
る
た
め
、

利
用
す
る
際
は
十

分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

高
ま
り
ま
す
。
ク
マ
の
エ
サ
と
な

る
米
ぬ
か
や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
屋
外

に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
屋
内
に
保
管
し
て
あ
る
米
ぬ

か
な
ど
を
狙
っ
て
、
屋
内
に
進
入

す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
玄
関
や
窓
の
戸
締
り
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

秋
の
農
作
物
の
収
穫
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
農
作
業
中
の
事
故

は
、
農
作
業
機
械
を
使
用
す
る
際

の
不
注
意
や
、
操
作
の
誤
り
が
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り

あ
る
計
画
的
な
作
業
を
心
掛
け
、

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
安
全
確
認
を
行
い
、
誤
操
作
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い

作
業
す
る

○
ほ
場
へ
の
進
入
、
脱
出
時
、
畦

越
え
時
は
特
に
注
意
す
る

○
道
路
を
走
行
す
る
際
は
安
全
な

速
度
で
移
動
す
る　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

秋
の
農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

後期高齢者医療
制度の加入者の
皆　さ　ん　へ

令和４年10月１日から

医療費の窓口負担割合が変わる
場合があります

◆  75 歳以上の人などで一定以上の所得があ
る場合、医療費の窓口負担割合が「２割」
に変わります

○ 今回、窓口負担割合が「２割」と記載された被保

険者証が交付された人は、令和４年 10 月１日か

ら窓口負担割合が２割となります。

○ 被保険者証を提示するときは、「有効期限」を必

ず確認し、10 月以降は新たに交付された被保険

者証を使用ください。

◆ 医療費の窓口負担割合が２割となる人には
負担を抑える配慮措置があります

○ 令和４年 10 月１日から令和７年９月 30 日まで

の間は、外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴

う１カ月の負担増加額を 3,000 円までに抑えま

す。

○ 払い戻しのために口座の登録が必要です。登録が

済んでいない対象者には、福島県後期高齢者医療

広域連合より申請書を郵送します。

◆ なりすまし詐欺に注意してください！

○ 厚生労働省や市町村が、電話や訪問で口座情報の登録をお

願いすることや、キャッシュカード、通帳などを預かるこ

とは絶対にありません。

○ ＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。

○ 不審な電話があったときは、喜多方警察署（☎ 0241-22-

5111）などに問い合わせください。

福島県後期高齢者医療広域連合
☎０２４―５２８―９０２５

町健康増進課　国保係
☎４５―４５３２

問い合わせ先はこちら
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

業務内容
除雪機械の運転による道路の除排雪業務
町が指示する道路の維持補修等の業務

資格要件

普通自動車免許・大型特殊免許の所有、車輌
系建設機械運転技能講習終了（整地・運搬・
積込用および掘削用）
※ 65 歳定年があります。

採用人数 １名

採用期間 令和４年 12 月１日～令和５年３月 31 日

勤務地 奥川みらい交流館（奥川地区）

令 和 ４ 年 度
除雪臨時技能員
を募集します

　町では、令和４年度除雪臨時技能員の採用候補者

試験（面接）を行います。希望者は、期日までに下

記担当へ関係書類を提出してください。

〈提出・問い合わせ先〉
　建設水道課　管理係　☎４５―４５３０

提出書類 履歴書、各種免許（資格）証のコピー

提出期限
令和４年 11 月９日（水）午後５時まで
（土日を除く執務時間中）

面接日時

令和４年 11 月 14 日（月）午後１時 30 分
※ 別途通知はしません。町役場３階第２委員
会室に午後１時 15 分までに集合してくだ
さい。

面接場所 西会津町役場　３階会議室

選考方法  等
書類審査および面接により選考し、結果は採
用候補者本人に通知します。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
世
帯
へ
の
減
免

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
な
ど
に
相
当
の
減
少
が

あ
る
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入
者

の
人
は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
対
象
世
帯

　

主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
等
（
不
動
産
収
入
、事
業
収
入
、

給
与
収
入
お
よ
び
山
林
収
入
）
の

減
収
が
見
込
ま
れ
、
次
の
要
件
の

全
て
に
該
当
す
る
世
帯

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
額
が
、

前
年
の
当
該
事
業
収
入
な
ど
の

額
よ
り
も
３
割
以
上
減
少
し
て

い
る
こ
と

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
０
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

○
主
た
る
生
計
維
持
者
の
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
収

入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の

前
年
の
所
得
の
合
計
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

◆
減
免
の
内
容

　

国
保
税
の
全
額
ま
た
は
一
部

◆
申
請
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
す
る
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
離
職
さ
れ
た
人
は
、
申

請
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

○
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

○
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
人
で
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
離
職
理
由
コ
ー

ド
が
、
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

◆
軽
減
の
内
容

　

国
保
税
は
前
年
度
所
得
な
ど
を

基
に
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
に

該
当
し
た
場
合
は
、
離
職
者
の
前

年
度
給
与
所
得
を
３
割
に
減
額
し

た
額
と
見
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間

　

離
職
し
た
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

※
な
お
、
介
護
保
険
制
度
（
福

祉
介
護
課
☎
45
―
２
２
１
４
）

や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
健

康
増
進
課
☎
45
―
４
５
３
２
）

も
同
様
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
お
よ
び
軽
減

　町学校給食センターでは、西会
津小学校と西会津中学校の給食
（340 人分）を、調理員８人・栄
養士１人で心を込めて作っていま
す。今回は、子どもたちに大人気
の「鶏肉のから揚げ」の調理動画
を作成しました。下記ＱＲコード
から視聴できます。

西会津町給食センター
デジタル見学ツアー④

生
理
用
品
を

無
償
配
布
し
ま
す

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
生
理
用
品
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

対
し
、
生
理
用
品
の
無
償
配
布
を

行
い
ま
す
。

◆
配
布
内
容

　

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
１
パ
ッ
ク

（
昼
用
22
枚
入
）

※
配
布
は
１
人
２
セ
ッ
ト
ま
で
。

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

◆
配
布
日
時

10
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
平
日
の
み
）

◆
受
取
方
法

　

町
役
場
福
祉
介
護
課
窓
口
で
、

本
紙
記
事
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
記
事
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
女

性
職
員
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
配
布
時
に
氏
名
や
住
所
の
確
認

は
行
い
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

西
会
津
町
消
費

復
活
商
品
券
を

配
付
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
個

人
消
費
の
喚
起
と
町
内
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
町
民
一
人
当

た
り
５
０
０
０
円
の
「
西
会
津
町

消
費
復
活
商
品
券
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
。
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
９
月
中

旬
よ
り
順
次
配
付
し
て
い
る
た

め
、
地
区
や
家
庭
に
よ
り
配
付
時

期
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

令
和
４
年
８
月
１
日
に
西
会
津

に
住
民
票
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

８
月
２
日
以
降
に
転
入
、
出
生
し

た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
利
用
期
限

　

令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で

◆
利
用
で
き
る
事
業
所

○
同
封
し
て
い
る
「
西
会
津
町
消

費
復
活
商
品
券
・
取
扱
店
一

覧
」
に
記
載
の
あ
る
事
業
所
な

ど
で
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確

認
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
事
業
所
な
ど
に
は

「
西
会
津
町
消
費
復
活
商
品
券

取
扱
店
」
の
表
示
が
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
時
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
新
た
に
商
品
券
の
取
り
扱
い
を

希
望
す
る
事
業
者
は
、
西
会
津

町
商
工
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

◎
商
品
券
の
取
扱
全
般
、
取
扱
事

業
者
に
関
す
る
こ
と

　

西
会
津
町
商
工
会

　

☎
45
―
３
２
３
５

◎
商
品
券
事
業
全
般
、
配
達
関
係

に
関
す
る
こ
と

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ ほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

消費復活商品券（見本）
西
会
津
国
際
芸
術
村

公
募
展
２
０
２
２

　

西
会
津
国
際
芸
術
村
で
は
、
今

年
で
17
回
目
を
迎
え
る
公
募
展
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
新
た
に
15

歳
以
下
の
部
門
を
設
け
る
な
ど
、

幅
広
い
年
齢
層
か
ら
作
品
を
募
集

し
、
１
０
０
点
を
超
え
る
作
品
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
は
応
募
作
品
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
個
性
豊
か
な
芸
術
作
品
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時

10
月
８
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

※
会
期
中
は
無
休
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

西
会
津
国
際
芸
術
村
術
村

　

☎
47
―
３
２
０
０

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

推

進

月

間

　

国
で
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、

10
月
は
そ
の
推
進
月
間
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
未
来
の
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
買
い
過

ぎ
を
控
え
る
、
物
を
大
切
に
使
う

な
ど
、
日
々
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は

◆
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
月
間

10
月
は
３
Ｒ
の
推
進
だ
け
で
な

く
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
月
間

で
も
あ
る
た
め
、「
食
べ
残
し
を

し
な
い
」「
食
材
を
で
き
る
だ
け

無
駄
に
し
な
い
」
な
ど
の
取
り
組

み
を
で
き
る
範
囲
で
実
践
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み

の
発
生
や
資
源
の
消

費
を
減
ら
す
こ
と
）

リ
ユ
ー
ス
（
物
や
資

源
を
繰
り
返
し
使
う

こ
と
）

リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源

と
し
て
再
び
使
う
こ

と
）
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今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）「わたしの、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりわたしの、わたしの、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪輪
わわ

 っ！” っ！”

参
加
し
た
医
学
生
と
集
落
支
援
拠

点
施
設
の
前
で
記
念
撮
影

草木染めの様子

完成した権現堂の作品

全
国
か
ら
医
学
生
が
集
結

　

８
月
７
日
〜
13
日
ま
で
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
８
人
の
医
学
生
が

西
会
津
町
に
滞
在
し
ま
し
た
。「
地

域
医
療
合
宿
」
と
題
し
て
学
生
た

ち
が
自
主
的
に
メ
ン
バ
ー
を
集

め
、
宮
城
県
や
岩
手
県
の
ほ
か
、

鹿
児
島
県
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
町
役
場
健

康
増
進
課
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
受

け
な
が
ら
、
西
会
津
町
授
産
場
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
弥
平
四
郎
集

落
の
サ
ロ
ン
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
学
校
で
の
学
び
と
は
異
な
る

体
験
型
の
学
習
を
通
し
て
、「
い

い
刺
激
に
な
っ
た
」
と
活
き
活
き

し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
滞
在
期
間
中
に
は

夕
方
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
は
日

替
わ
り
で
、
西
会
津
国
際
芸
術
村

の
矢
部
佳
宏
さ
ん
や
西
会
津
町
最

高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者
の
藤
井
靖
史

さ
ん
、
薄
友
喜
町
長
な
ど
か
ら
講

話
を
受
け
、
普
段
と
は
異
な
る
視

点
か
ら
「
地
域
医
療
」
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

芸
大
生
に
よ
る
作
品
展
示

　

８
月
17
日
〜
24
日
に
か
け
て
、

東
京
藝
術
大
学
や
武
蔵
野
美
術
大

学
、
多
摩
美
術
大
学
の
学
生
計
６

人
が
西
会
津
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
４
人
は
、
以
前
に
も
何

度
か
町
を
訪
れ
て
お
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
な
活
動
は
、
奥
川
地

区
中
町
集
落
の
権
現
堂
と
い
う
お

堂
を
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
展
示
す

る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、
町
内
で

採
取
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
草
花
を
使

い
、「
草
木
染
め
」
と
い
う
手
法

で
布
を
染
め
あ
げ
ま
し
た
。
次
に

拾
っ
た
木
の
枝
で
炭
を
作
り
、
草

　

今
回
訪
れ
た
医
学
生
の
ほ
と
ん

ど
が
福
島
県
に
初
来
県
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
聞
き
な
れ
な
い
方
言

や
初
め
て
見
る
郷
土
料
理
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
中
で
も

「
く
じ
ら
汁
」
と
「
え
ご
」
は
県

内
で
も
西
会
津
町
近
辺
で
し
か
伝

承
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
私
自
身

も
初
め
て
見
る
料
理
で
し
た
。
医

学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
回

の
活
動
は
た
く
さ
ん
の
「
は
じ
め

て
」
を
体
験
で
き
た
貴
重
な
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
医
学
生
の
受
け
入
れ
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有限会社日本メディカル
さゆり調剤薬局 管理薬剤師

能
の

登
と

谷
や

昭
あき

彦
ひこ

  さん

健康増進課 健康支援係

田
た

崎
さき

美
み

記
き

子
こ

  保健師

　10 月 17 日～ 23 日は「薬と健康の週間」です。今回は、

医薬品を正しく使うことの大切さについて、さゆり調剤薬局・

管理薬剤師の能登谷さんにインタビューしました。

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊１年目の星野壮祐です。

今月の集落支援だよりでは、８月に西会津

町に訪れたたくさんの大学生の活動につい

てお届けします。
地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

星星
ほしほし

野野
のの

    壮壮
そうそう

祐祐
すけすけ

 隊員隊員

木
染
め
で
着
色
し
た
布
に
思
い
思

い
に
絵
を
描
く
「
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
」
と
い
う
工
程
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
で
は
、
作
業
工

程
の
ほ
と
ん
ど
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
同
で
行
っ
た
た
め
、
学
生
も

地
域
の
皆
さ
ん
も
作
品
の
制
作
を

通
し
て
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

作
品
の
完
成
後
は
、
こ
の
権
現

堂
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
皆
さ

ん
が
足
を
運
び
ま
し
た
。
制
作
に

携
わ
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
集
落
に

新
た
な
価
値
（
作
品
）
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

※
作
品
は
す
で
に
撤
去
済
み
で
す

の
で
観
覧
で
き
ま
せ
ん
。

お薬のことをよく知ろう！お薬のことをよく知ろう！さゆり調剤薬局・管理薬剤師

能登谷明彦さんに聞く！

　

さ
ゆ
り
調
剤
薬
局
に
勤
務
し

て
10
年
に
な
る
齋
藤
さ
ん
。
職

員
健
診
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
高
め
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
糖
分
と
脂
っ
こ
い
物

を
控
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
３
月
の
検
診
で
着
実
に
成

果
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

薬
局
で
患
者
さ
ん
と
接
す
る

こ
と
で
、
薬
に
頼
り
過
ぎ
ず
適

正
に
使
用
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
見
て
き
た
た
め
、「
病
気
の
発

症
予
防
や
重
症
化
予
防
に
は
、

ま
ず
は
自
分
で
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
て
し
て
み
る
こ
と
が

大
切
」
だ
と
実
感
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
股
関
節
が
悪
い
こ
と

も
あ
り
、
今
後
は
で
き
る
だ
け

歩
く
こ
と
や
筋
ト
レ
に
挑
戦
し

て
み
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

      

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

      

実
践
者

実
践
者

さゆり調剤薬局  職員さゆり調剤薬局  職員
齋藤  幸子齋藤  幸子 さんさん

　なぜお薬手帳は１冊にまとめて管理した方が良いのですか？

　お薬手帳は薬局や病院ごとに配付されることがありますが、１冊にまとめて
あることで患者さんが使用するお薬の全体に薬剤師が目を通し、重複投薬や飲
み合わせの不適正に気付くことにつながるからです。

　聞きなれない言葉だと思いますが、直訳すると「多くの薬」ということで、多くの薬を
服用しているために副作用が起きるなど飲み合わせの中で害をなすものを表します。しか
し、多くの薬を服用することは決して悪いことではありません。こうしたポリファーマシー
を減らしていくことが私たち薬剤師の責務と考えています。

　最近話題になっている「ポリファーマシー」について教えてください。

　具体的には、医師の処方による病気を治す薬というより、体調管理や生活の質をよくす
るためドラックストアなどの市販薬を補助的に使用するなどのことですが、時には自分自
身で判断がつかない場合があると思います。その時に適切なアドバイスや一緒に考えるこ
となどができたらよいと思います。

　市販薬を使用する「セルフメディケーション」について教えてください。

能登谷薬剤師が能登谷薬剤師が
町民の皆さんに町民の皆さんに
伝えたいポイント伝えたいポイント

①処方薬は飲み忘れなく、しっかり飲んでください。①処方薬は飲み忘れなく、しっかり飲んでください。

②家族や友人と薬のやり取りはせず、自分の薬は自分で使いましょう。②家族や友人と薬のやり取りはせず、自分の薬は自分で使いましょう。

③薬のことであれば、気軽に何でもご相談ください。③薬のことであれば、気軽に何でもご相談ください。
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さゆり公園のコスモス（令和３年 10 月撮影）さゆり公園のコスモス（令和３年 10 月撮影）

◆私の夢――

　  　僕は将来、ＩＣＴ関係の仕事に就きたいと

思っています。そう思うようになったきっか

けは、テレビ番組にロボットクリエイターの

高橋智隆さんが出演していて、高橋さんが

作ったロボットが小さいのに、さまざまな機

能が付いていてすごいなと思ったからです。

◆努力していること――

  　ＩＣＴ関係の仕事に就くために、校長先生

が日頃から言われている「凡事徹底」「利他

共生」を忘れずに心掛けています。

◆未来の自分に一言――

  　楽な方、簡単な方に逃げずに、しっかりと

最後まで頑張れ !!

［ ２年・野球部 部長  ］

塚
つか

原
はら

  大
つ ば さ

翔 さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　９月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，７４６人　　 （－　７人）

男 　 　２，７９３人　　 （－　４人）

女 　 　２，９５３人　　 （－　３人）

世　帯　 　２，５３７世帯　　 （－　２世帯）

■ お誕生おめでとう

清水　和
やまと

くん　　　　啓佑・祥恵　芝草

清野　夏
か

鈴
りん

ちゃん　　淳・綾子　　大久保

■ お悔やみ申し上げます

佐藤　善子　（88）　栗田　香 叔母　５町内

内藤　靖彦　（75）　豊子 夫 　７町内

江川　ヤイ子（92）　 誠 母 　牧

佐藤　齊　　（99）　 一 父 　下小島

長谷川ヤス子（92）　竹美 母 　下野尻

仲川　ケイ子（84）　久人 母 　呼賀

佐藤　信子　（84）　広悦 母 　滝坂

長谷川　勝弘（67）　史佳 父 　戸中

武藤　キヨ　（84）　賢吾 母 　新町

戸籍の窓口   
（８月受付分）

井
いの

上
うえ

愛
まな

海
み

隊員

田
た

崎
さき

  真
まさ

子
こ

 さん［出ヶ原］ 

　お話しするといつも

楽しいです。これから

も仲良くしてください。

佐藤 まゆみ さん（９月
号）からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　埼玉県出身。大学時代は、埼玉
女子短期大学エアライン専門ゼミ
で安座自治区のおとめゆり保護活
動などに携わる。

２
年
目
！
西
会
津

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
年
目
の
井
上
愛
海
で
す
。
夏
は
半

袖
焼
け
に
悩
ま
さ
れ
、
冬
は
雪
に
埋
も
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、
温
か
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
楽
し
く
刺
激

的
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
や

お
米
な
ど
を
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
、
毎
日
美
味
し
い
ご
飯
が
食

べ
ら
れ
て
幸
せ
で
す
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
番
組
制
作
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
活

動
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、「
伝

え
る
べ
き
情
報
」
と
「
自
分
が
感
じ
た
こ
と
・
伝
え
た
い
こ

と
」
が
伝
わ
る
番
組
作
り
が
で
き
る
よ
う
意
識
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
今
の
大
学

生
た
ち
の
卒
業
後
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
「
移
住
」「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
も
の
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
母
校
で
あ
る
埼
玉
女
子
短
期
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
、
町
で
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
と
人
、
人
と
情
報
と
を
つ
な

げ
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
！

　自分時間の部屋。いろいろ

な方々からいただいた物や思

い出の物の中で、たくさんの

人に支えられてきたことを実

感しました。

◆趣味は？

　書道、出ヶ原和紙作り。今

年から和太鼓も始めました。

◆特技は？

　いつまでも悩まないこと

◆熱中していることは？

　書道や和太鼓は上達しない

けど楽しいです。

◆自分を一言で表現すると？

　単純。占いに「ずっと中学

生のまま」と書いてあった。

◆あなたのモットーは？

　どうせなら満足して生きた

い。感謝の気持ちを忘れずに。

◆最近感動したことは？

　蔵と小屋の荷物を断捨離でき

たこと。

◆これからやってみたいことは？

　旅行や公演などで見聞を広げ

たい。

◆次の方を紹介してください

　Ｍ・Ｕさん
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絵：田崎 敬修絵：田崎 敬修　会津藩の廻
かい

米
まい

（遠隔地へ米を輸送すること、またはその米）

は陸運と舟運で行っていました。陸運は白河街道など複数の陸

路（途中から河川も）で江戸に、舟運は阿賀川と日本海などで

大坂に輸送していました。経済の比重が大坂から江戸に移るに

つれて舟運の廻米は減少し３万俵程度でした。舟運は、阿賀川

が浅く川幅も狭いため小型の鳥飼船しか使えず、さらに利
かが

田
た

の

滝（現在の喜多方市高郷町）と銚子の口の２カ所は通船不可能

で、荷を積み直し、次の船着き場まで陸送しなければならない

難儀がありました。

　積み直しの船着き場は何カ所もありましたが、他所は舟運の

みであったのに対し、野尻は越後街道の陸運の駅所でもあった

ため大変な繁盛でした。江戸時代の初めは、下野尻の大下野尻

（現在の端村自治区）近くの入江周辺に船着場があったと考え

られています。時代が進むにつれて野尻の船着場は、「荒井林

付近」「字太田尻と字北上下平との境付近（ＪＲ上野尻駅裏手

の川岸）」と、次第に上流の上野尻の方に移っていきます。対

岸の柴崎・橋立からは利田の滝を回避しそのまま陸送されてき

た廻米や、山三郷の廻米の一部が野尻に舟で横渡し（柴崎→大

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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⼤⾖油インキを使⽤しています。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
橋
屋
自
治
区
の
ソ
バ

畑
で
す
。
沈
む
夕
日
に
照
ら
さ
れ

た
ソ
バ
の
花
が
、
風
に
揺
ら
れ
て

幻
想
的
な
風
景
を
作
り
出
し
て
い

ま
し
た
。

編   

集   

後   

記

　

今
月
号
で
特
集
し
た
「
滝
坂
地

す
べ
り
」
の
対
策
事
業
に
出
て
く

る
排
水
ト
ン
ネ
ル
や
集
水
井
の
写

真
は
、
実
は
一
昨
年
の
４
月
に
私

が
撮
影
し
た
も
の
な
ん
で
す
。
当

時
は
、
広
報
紙
担
当
に
な
っ
て
間

も
な
い
頃
で
、「
何
か
に
使
う
時

が
あ
る
か
も
…
」
と
思
い
、
他
の

課
の
現
場
視
察
に
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
部
は
ひ
ん
や

り
と
涼
し
く
て
、
ど
こ
ま
で
も
長

い
ト
ン
ネ
ル
が
続
い
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
今
回
の
特
集

記
事
で
２
年
越
し
に
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

　

取
材
な
ど
で
撮
影
し
た
写
真
の

中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
眠
っ
て
い
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
秘
蔵
写
真
た
ち
も
こ
れ
か
ら

紹
介
し
て
い
け
れ
ば
…
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

文：田崎  敬修

野尻の繁栄と船着き場の変遷

下野尻、柴崎→荒井林（旅人はこのルート）、橋立→字太田尻と字北上下平の境）されていました。こ

の横渡しも時代が進むと橋立が中心になります。船着き場の移動の理由は、大水による船着き場の損傷

などが一般的に考えられていますが、船着き場の上流新設の願文には、「蔵や番所の修繕がなされてなく、

荷揚げの道が抜け落ち」などという文言はありますが、「洪水で使えなくなった」という明確な文言は

見当たりませんので他の理由もあったのではないでしょうか。

　その時代の野尻側の中心的な船着き場のことを「中島」と呼んでいましたが、他の船着き場が全く使

われなくなった訳ではなくさまざまな状況（水量や利便さなど）により利用されていたようです。
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